
国見町水道事業
アセットマネジメント策定について

概要版
（説明資料）

国見町上下水道課
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アセットマネジメント策定の目的

アセットマネジメントとは
更新需要を明らかにし、財政収支の見通しを３０～４０年スパン
で検討することで、財源の確保（水道料金の改定、企業債の
発行）や更新基準の見直し、更新費用削減の検討を行うこと。

策定の目的
水道施設の再構築や施設規模の適正化を視野に入れた、
適正な資金確保について検討を行い、
水道施設の更新計画を策定し、厚生労働省「水道事業における
アセットマネジメント（資産管理）に関する手引き」の手法４Ｄ詳細
型のアセットマネジメントの策定を目的とするものである。
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アセットマネジメントの検討手法

（施設台帳、図面あり、資産の取得年度や金額等整備済み）

（資産状況が把握できない）

３つの手法のうち「詳細型」を選択
将来の人口減少を考慮して、水道施設の再構築や適正な施設
規模を検討して更新費用の削減を図るとともに、料金改定を含む
適正な資金確保について検討
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固定資産台帳のチェック

固定資産台帳を整理した結果、
構造物及び設備等（管路や土地、量水器等を除く）の更新費用は
現在価格で約24億円と試算

構造物及び設備等
約24億円
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管路データの整備など

管路台帳システムより管路データを整理した結果、
管路全体（送水管、配水管、連合管）の更新費用は現在価格で
約47億円と試算

管路全体
約47億円

構造物及び設備等約24億円＋管路全体約47億円
＝約71億円
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法定耐用年数で更新した場合の更新費用

法定耐用年数で更新する場合、2060年度までの更新費用の
総額は約89億円（2.23億円／年）と試算
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実使用年数に基づく更新基準の設定

厚生労働省アセットマネジメント「簡易支援ツール」で示されて
いる「参考資料 実使用年数に基づく更新基準の設定例」を参考
に、更新基準（更新サイクル）を以下のように設定

・建物（建築）：70年
・構築物（土木）：70年
・機械及び装置：電気25年、機械20年、計装20年
・場内配管：70年
・工具、器具及び備品：「法定耐用年数」×2倍
・車輌運搬具： 「法定耐用年数」×2倍
・管路：管種（材質）別に設定（40～80年）
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更新基準（実使用年数）で更新した場合の更新需要

更新基準（実使用年数）で更新する場合、2060年度までの更新
費用の総額は約51億円（1.28億円／年）と試算
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実使用年数で更新した場合の更新費用の削減
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8,894

4,931
→

21%圧縮

→

67%圧縮

更新基準（実使用年数）での更新と法定耐用年数で更新した場合の費用比較

更新基準（実使用年数）で更新した方が・・・・

構造物及び設備等は 67％、管路は 21％ 合計額では43％圧縮される。
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財政収支見通しの検討①（料金据置）
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施設統廃合の検討

廃止施設（予定） 廃止後の水系（予定）

泉田新田配水池
（受水槽として利用）

赤坂配水池系に統合

小坂配水池

新小坂配水池系に統合鳥取配水池

内谷配水池

大木戸ポンプ場
貝田配水池系に統合

山根配水池

上記の施設統廃合を行うものとし、管路（口径100mm以上）は適正口
径（ダウンサイジング）の検討を実施。
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資本的収支：資金残高はプラスで推移、最終年度は約5億円

※施設統廃合の効果
40年間の更新費用：
約51億円から約44億円に減少
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アセットマネジメント策定のまとめ

将来の人口減少を考慮して、水道施設の再構築や適正な

施設規模を検討して更新費用の削減を図るとともに、

料金改定を含む適正な資金確保について検討を行った。

施設統廃合の効果で40年間の更新費用は約51億円から

約44億円まで削減となり、2回（改定幅15%）の料金改定、

約1.32倍の値上げを行うことで、単年度収支が赤字で推移

する期間があるが、資金残高はプラスで推移して最終年度は

約5億円を確保できる見通しとなった（本計画Ｐ114以降参照）。
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